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＜　ワークショップの趣旨　＞
○ＩＨＥとは

ＩＨＥとは「Integrated Healthcare Enterprise」の略で、その使命は「標準化により医療生産性を向上させること」にあります。投入される限られた資源を有効に生かして、目指すレベルの医療を実現することにあります。ＩＨＥは米国で始まった国際的な活動です。各国固有の事情を尊重しながら、世界中で活用できる標準を目指し、活動範囲を拡大しています。しかし、その標準化の目的は画一化ではありません。そこで定める標準は病院が目指すＩＴ化のベースラインに相当し、その範囲内の相互接続性は確保されます。
標準規格をマルチベンダシステム実装において効率的に利用するには、規格適用の場面、すなわち適用シナリオを明確にし、多くの医療機関の臨床現場で実際に行われている業務フローのモデル化が必要であり、それに基づいたガイドライン作りが必要です。それがＩＨＥ活動の出発点です。臨床現場をよく知る医療機関のグループと、規格をよく理解したベンダの技術グループが必要であり、それらを統合して進めていくためのきちんとした運営組織体制が必要となります。このような背景のもと、５年前にＩＨＥの活動が米国で始められました。米国の体制（ＩＨＥ－ＮＡ）は、ＲＳＮＡ（北米放射線学会）とＨＩＭＳＳ（医療情報管理システム学会）がスポンサーとなり、ベンダが協力してつくった組織です。さらに、それはヨーロッパ（ＩＨＥ－Ｅ）、日本（ＩＨＥ－Ｊ）へ展開しており、さらに国際的な体制作りが進められています。
そこで日本でのＩＨＥ活動を進めているＩＨＥ委員会では、行政機関の協力も得て、全国各地でワークショップを開催し、皆様の活動への理解と協力、参加をお願いしています。

○プライバシーマークとは

平成１７年４月１日から「個人情報保護法」が施行されることはご承知のとおりです。それにより医療機関においても、個人情報の管理がますます重要な問題となります。プライバシー保護への取り組みとして、個人情報の取扱いについて適切な保護措置を講ずる体制を整備している民間事業者等に対し、その旨を示すマークとしてプライバシーマークを付与し、事業活動に関してプライバシーマークの使用を認容する制度（Ｐマーク制度）があります。これは、日本工業規格で定めるＪＩＳ Ｑ １５００１「個人情報保護に関するコンプライアンス・プログラムの要求事項」に則り、個人情報について適切な保護措置を講ずる体制を整備している事業者であるかを審査認定するものです。認定された事業者には、その旨を示すＰマークが付与され、事業活動に関してＰマークの使用が認められます。
そこで、皆様にＰマーク制度を理解いただき、個人情報保護の取り組みに役立てていただくために、Ｐマークの医療分野での指針を解説したいと考えています。
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